















































































































































２）この定理は、筆者の知る限り 2011年 3月に数理社会学会大会報告（Kosaka. Ishida. Hamada, 2011）でその内容が
初めて公開され、2011年 12月に本名称で高坂（2011）で紹介されている。
３）高坂（2011）




















いま 5人からなるような 2つの社会状態 A と
B を例として考える（表 1）。状態 B はすべての
個人が同額（250万円）だけ状態 A より所得が
上昇しているため、状態 A に対してパレート優
位である4）。また、ジニ係数も 0.272 から 0.136
へと低下しており、伝統的な経済学、社会学の議
論からは、社会的効率・平等の両者について、状
態 A から状態 B への変化は文句なく望ましい。
ここで、RD 指数を状態 A、B のそれぞれにつ
いてもとめると、状態 A の RD 指数は 68、状態





































表 1 パレート改善、平等化、RD 指数不変の例
ID 1 2 3 4 5 平均所得 ジニ係数 RD 指数（単位万円）
状態 A 100万円 150万円 300万円 250万円 450万円 250万円 0.272 68
状態 B 350万円 400万円 550万円 500万円 700万円 500万円 0.136 68
状態 C 200万円 300万円 600万円 500万円 900万円 500万円 0.272 136











































いる。条件 B は条件 A の 2倍の購買力を手に入
れることができるにも関わらず、調査の結果は、















Ⅰ） C＞0のとき、G′＜G, D′＝α D
Ⅱ） C＜0のとき、G′＞G, D′＝α D





















条件 A と条件 B の関係は、表 1とほぼ対応し
ているが、ここでは、ID 番号 1の相対的位置の
逆転（最上位から最下位へ）が生じている。前述
























































表 2 Solnick & Hemenway（1998）調査の数値例による検討
ID 1 2 3 4 5 平均所得 ジニ係数 RD 指数（単位$万）
条件 A $5万 $2.5万 $2.5万 $2.5万 $2.5万 $3万 0.133 0.4
条件 B $10万 $20万 $20万 $20万 $20万 $18万 0.089 1.6
条件 C $5万 $7.5万 $7.5万 $7.5万 $7.5万 $7万 0.057 0.4














































































































































表 3 男性自殺 SMR と RD 指数、所得、ジニ係
数の相関
RD 指数 1人当たり所得 ジニ係数
男性自殺 SMR −.612** −.647** .064
**5％水準で有意
































































表 4 男性自殺 SMR の回帰分析
モデル 1 モデル 2 モデル 3 モデル 4 モデル 3′
RD 指数 −.193 ― .352 .618* ―
調整一人当たり所得 ― −.266 −.602* −.759** −.264
住宅宅地資産ジニ係数 ― ― ― −.291* ―
貯蓄現在高平均 −.617** −.556 −.544** −.683** −.556
共働き世帯率 .281** .295 .348** .223* .287
所得ジニ係数 −.034
修正決定係数 .596 .615 .616 .642




































最後に、モデル 3の RD 指数の代わりに、所
得のジニ係数を投入した場合（モデル 3’）につ
いても検討しておこう。所得のジニ係数の効果は
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Effects of Aggregated Relative Deprivation on Social Welfare
ABSTRACT
Explicitly or implicitly, Gini coefficient was often assumed to be an index of ag-
gregated relative deprivation. However, in Kosaka-Ishida-Hamada theorem, it was
shown that Gini coefficient was not isomorphic with the index of aggregated relative
deprivation. This led us to reexamine the outcomes of previous studies using Gini coef-
ficients as indices of relative deprivation. In this study, we examine the effects of ag-
gregated relative deprivation on the Japanese suicide rate. Before estimating the effects,
the sociological implications of Kosaka-Ishida-Hamada theorem were investigated, re-
ferring to some numeric examples. These analyses showed that aggregated relative dep-
rivation had a clear effect on suicide rates. This fact was confirmed for the first time in
Japan.
Key Words: Kosaka-Ishida-Hamada theorem, Relative deprivation, Gini coefficient
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